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magfhyⅡの仕様解説

１：「マグフィーⅡ」の検知対象物

重大な吸着事故のリスクが高い磁性体（磁石に吸着される鉄材など）持込みによるゲート型検知器で、注意

喚起を日本語音声とチャイム音、ＬＥＤの表示灯で患者や従事者に知らせ、吸着事故の防止を目的とした製

品です。ＭＲ室内に持込可能な非磁性金属（高質ステンレス・銅・チタン等）は検知しません。

対象物は重大な吸着事故リスクがある・点滴スタンド、車椅子、ストレッチャー、酸素ボンベ等です。

（小物金属の検知：ハサミ・ピンセット・携帯電話類はゲートの右寄り、左寄り通過で検知可能です）

２：磁性体の検出のしくみに関して

・磁性体の移動によって起こる環境磁界の変動、これを環境ノイズと言い院内の鉄製の扉の開閉、磁性体の

医療器具の通過やエレベータ、敷地内を通過する自動車など上下階からの影響もあります。

このように環境ノイズも磁性体検知器は検知してしまいます。小物金属による移動時の磁場変化は環境ノ

イズ帯域と同じレベルにあるため、警報を設定する閾値（シキイチ）の設定が必要となります。

閾値を設定しないと環境ノイズを拾い磁性体の通過がなくても頻繁に警告を発してしまう状況となりま

す。このように閾値の設定がなければげート通過の吸着物の警報か環境ノイズによる警報かの区別が出来

なくなってしまい、適正な運用はできません。

・弊社の磁性体センサーは据付時にその環境ノイズを測定し、その環境変動磁場の上限を警報設定の閾値と

していますので環境ノイズによる誤警報はありません。

更にマグフィーⅡは環境ノイズより大きい周辺の鉄製扉の開閉時や磁性体器具類の移動で起こる誤警報

の抑制機能を有しています。この抑制機能はマグフィーの「ベクトル検知方式」（＊特許出願中）による

もので磁場変化の検知と方向検知が同時に計測できることによりＰＣで演算する解析技術によります。

３：マグフィ―Ⅱの小物磁性体の検知に関して

新しいマグフィーⅡの検知器は点滴スタンド以上の大物検知回路とそれ以下の小物検知回路の２チャン

ネル回路を有し、ゲート中央部より右寄り、または左寄り通過による小物磁性体を検知する事が可能です。

うっかり患者様や職員様のポケットに入れている小物金属（小型のハサミ・携帯電話などの検知）

４：センサー感度の設定変更が可能です。

病院様によってＭＲの安全管理上の運用形態はいろいろの違いがあるため、据付け調整時に感度設定値の

ソフト変更や警報閾値の変更が可能です。その事により軽微な磁性体の検知も可能となる場合もあります、

設置環境と病院様の安全管理に合わせた最適な感度調整が可能となりました。

以上、弊社グループは１０年以上に渡りＭＲ安全管理者からのご意見やさまざまな運用形態を学びフィール

ドテストでの評価を重ねて国内のＭＲ施設に適した「New マグフィーⅡ」の販売を開始しました。

ご不明点、その他の詳細資料等のご要望が有りましたら下記宛てにお問合せ下さい。
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磁性体検知機の Q＆A

MRI 装置による吸着事故防止を目的とした「磁性体検知機器 Ⅱ(マグフィー)」の導入を検討されて

いる医療従事者様から多く寄せられる性能に関する質問を、Q＆A形式でご案内します。

Q 1：ｍagfhyⅡが磁性体金属のみを検知できる原理は？

A1： 磁性体検知機器の基本原理は、静磁場（磁束線）環境において磁性体（磁⽯に吸着される⾦属）が移動す

る事により磁束線が引き寄せられ曲がる（磁場の変化）現象を捉え⾼感度の磁気センサーで計測し磁性体の有

無を検知させるものです。

Q 2：m agfhyⅡはどのような磁性体検知を対象物にしているのか？

A2：重大な吸着事故の原因となる、鉄製ストレッチャー・車椅子・酸素ボンベ・点滴・ハサミ等を検知対

象としています。そのため、magfhyⅡの磁気センサーには超高感度磁気インピーダンスセンサーが

内蔵されています。

Q 3：ヘアピンや携帯電話など、スタッフが身に付けている金属は検知できないの？

A3： 磁気検知器の特性は距離の⼆乗に反⽐例して感度が減衰して⾏くため軽微な磁性体の通過感度値は院内の

環境ノイズ感度値より小さいため、区別して検知することは困難となります。検知させる方法としてはセンサー支柱

寄り(左右)通過する事で小型ハサミ、スマートフォン、磁性体の鍵などの検知が可能となります、またｍagfhy

Ⅱのポール間隔を狭くすることによりセンサー感度は高くなるので上記と同等の検知が可能となります。

Q 4：既に保有しているM RI室専用の車椅子、ストレッチャーは、M agfhyⅡで運用可能か？

A4： 多くの場合、MRＩメーカーが推奨している専用器具は、キャスター部や軸受部材に磁性体⾦属材料が使用されて

います。弱磁性材であるステンレス部材なども、高磁場内に近づけると瞬時に着磁するため、MagfhyⅡは反応し

誤警報を出す可能性があります。

Q 5：磁性体検知機に反応しない車椅子、ストレッチャー、点滴スタンドなどが有りますか？

A5： 弊社ではmagfhyⅡに反応しない⾮磁性率 99.9%の専用⾞椅⼦、ストレッチャーなど器具製品も販売していま

す。（他社の磁性体検知機も同様で専用プラスチック製器具類が有るようです）

Q 6：周囲の環境ノイズが大きい時に、警告が鳴ったりしませんか？

A6： magfhyⅡは、環境ノイズに対し２種類の抑制機能を備えています。第１はポール内にある通過センサーで非通

過時には警報をOFF にする機能、第２は遠方の磁性体の移動パターンや磁性体扉の開閉パターンなどの環境ノ

イズを⾃⼰認識し誤警報を抑制しています。

以上のQ＆A項目はmagfhyⅡの基本特性です。国内で販売されている５社の強磁性体検知機の「検知」の基本

的原理は同様であると考察しています。製品の違いは、環境ノイズの影響で誤警報の抑制機能を有しているか、安定

している⾼感度の磁気センサーを使⽤しているか等の評価が重要な選択肢として考えられます。
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